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「放射性廃棄物処分のための天然及び人工障壁中の粘土」に関する会議参加報告 

 
高松英則*1,2 

 
 

2007年 9月 17日から 9月 20日までの 4日間にわたり，
The 3rd International Meeting on Clays in Natural and 
Engineered Barriers for Radioactive Waste Confinementがフ
ランス・リールの Lillie Grand Palaisにて開催された．本会
議はフランスの放射性廃棄物管理機構（ANDRA）主催の，
放射性廃棄物地層処分における粘土に関する国際会議で

ある．この会議はこれまでフランス各地で開催されており，

2002年の Reims，2005年の Toursに続き，今回で 3回目を
数える．今回の参加者は 24ヶ国から 451人であった．回
数を重ねるごとに参加者，発表件数ともに増加しており，

地層処分における粘土バリア材の重要性および必要性が

国際的にも益々高まってきていることを顕著に現したも

のといえる． 
会議は，口頭発表およびポスターセッションから構成さ

れた．口頭発表は，各日とも午前のセッションの会場は 1
つであったが，午後は会場を 2つに分け，異なるテーマの
セッションが平行して行われた． 
口頭発表は以下の 12のテーマから構成され，合計で 81
件の発表があった． 
  ・General Strategy / Clay Based Concepts 
  ・Large Scale Geological Characterisation 
  ・Retention / Sorption & Geochemical Modelling 
  ・Thermo Hydro Mechanical Processes 
  ・Gas and Liquid Transfer 
  ・Pore-water Chemistry 
  ・Thermal and Oxidation Effects 
  ・Iron Clay Interactions 
  ・Transport Processes & Modelling 
  ・Excavation Damaged Zone 
  ・Alkaline Perturbation 
  ・Integration / Performance Assessment 
このうち，初日午前の口頭発表は Opening Lecturesと呼
ばれ，4件の招待講演が行われた．最初の発表では，フラ
ンス東部の Bure にある地下実験施設（Underground 
Research Laboratory，URL ）の概要説明がなされた．この
地域には地下 420 ～ 550 mに Callovo – Oxfordian argillite

を 40 ～ 45 % 含む粘土層が存在しており，URL は地下
500 mまで達する 2本の立坑と，地下 450 mおよび 490 m
に複数の試験坑道を有している．高レベル放射性廃棄物処

分の候補地として，同 URL 完成以来ここで地層処分に関
するさまざまな研究がなされているが，それらの一部がこ

こで紹介された．なお，本会議は ANDRA主催ということ
もあり，同 URL に関する発表はこの他にも多数あった．
例えば，Large Scale Geological Characterisationのテーマで
は，Callovo – Oxfordian argilliteの特性を評価するために，
反射地震探査法を用いた argillite層を含む地層構造の変動
調査の結果が報告された．他にも，温度が 95℃まで上昇
したときの変質の程度をMont Terriの粘土と比較した研究
成果が発表されるなど，新しい地下研究施設において

argillite に関する基礎的研究が盛んに行われている印象を
受けた． 
この URL での研究以外では，計算コードを用いてシミ
ュレーションを行った研究が印象に残った．例えば，Iron 
Clay Interactionsのテーマでは，ベントナイトとオーバーパ
ックの接触面での相互作用を地球化学計算コードを用い

て計算した研究成果が報告された．地層処分では，ベント

ナイトとオーバーパックの接触面において，鉄とモンモリ

ロナイトから二次鉱物（Berthierineなど）が生成すること
により鉄が消費され，オーバーパックの閉じ込め性能およ

びベントナイト緩衝材の性能の低下が懸念される．この発

表では，溶解した鉄のベントナイト領域への流入範囲は非

常に小さく，105 年後においても二次鉱物の存在範囲はオ

ーバーパックの表面から 10cm 未満に収まると報告され
た．計算コードを使用したシミュレーションは，処分後数

万年が経過した後の状態を簡単に予測することが出来る

非常に有効な手法である．しかしながら，計算には様々な

前提や仮定を必要とし，計算対象となる核種の拡散係数や

生成する二次鉱物などのパラメータによって結果が大き

く変化する．そのため，適切な評価のためには，今後コー

ドの計算精度のさらなる向上とともに，より正確な実験デ

ータの収集が必要であると感じた． 
会議のプログラム上，全ての発表を聴くことは出来なか

ったが，参加できたセッションではどの発表に対しても活

発な議論がなされ，予定時間を超過するセッションが多数

あった． 
一方，ポスターセッションは 17日から 19日の 3日間で
行われ，今回は 205件の発表があった．同セッションは各
日ともランチの後に 1時間設けられ，参加者はコーヒーを
片手に，皆リラックスした雰囲気でディスカッションをし
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ていた．1日のセッションの時間は短かったが，ポスター
は 3日間通して掲示されていたので，各自が好きな時間に
自由にポスターを見ることができた．そのため所定の時間

以外でも熱心に議論する様が見られた． 
この時期のフランスは快適な気候で，歴史を感じさせる

街並がとても美しく目に映った．今回の会議で世界の研究

者と様々な意見交換できたことは筆者にとって大変有意

義な経験であり，大きな収穫であった．会議に参加するに

あたり，日本原子力学会バックエンド部会から渡航滞在費

の助成を賜った．心より感謝申し上げる． 
 
 


